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ひととまちをつなぐ 

今年の予算は、

285億8千万円
詳しくは２～７ページに
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会　　　計　　　名 平成 ��年度 増減率％
住宅新築資金等貸付事業特別会計 4,130 万円 △ 50.3
土地取得事業特別会計 230 万円 15.0
国民健康保険事業勘定特別会計 77 億 1,800 万円 △ 1.5
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 7,850 万円 12.8
老人保健特別会計 100 万円 △ 95.0
後期高齢者医療特別会計 13 億 6,700 万円 8.2
介護保険事業勘定特別会計 52 億 4,000 万円 3.1
公共下水道事業特別会計 20 億 4,000 万円 3.4
特定環境保全公共下水道事業特別会計 4,830 万円 △ 4.7
農業集落排水事業特別会計 2,380 万円 1.7
善田農業集落排水事業特別会計 1 億 1,290 万円 △ 14.1
簡易水道事業特別会計 1 億 3,400 万円
池田財産区特別会計 520 万円 △ 31.6
田中財産区特別会計 570 万円 △ 1.7
長田竜門財産区特別会計 100 万円 △ 16.7
竜門財産区特別会計 7 万円 0
南北志野財産区特別会計 30 万円 0
飯盛財産区特別会計 60 万円 0
静川財産区特別会計 30 万円 △ 92.9
最上、神田、市場、元財産区特別会計 50 万円 △ 44.4
調月財産区特別会計 60 万円 △ 40.0
丸栖財産区特別会計 210 万円 0
平池財産区特別会計 130 万円 0
特別会計合計 168 億 2,477 万円 0.9

※公営企業会計の金額は、万円未満を四捨五入しています。

公
営
企
業
会
計

水道事業会計

収益的収入 14 億 5,022 万円 △ 4.3
収益的支出 13 億 7,581 万円 △ 2.7
資本的収入 3 億 3 万円 △ 81.5
資本的支出 8 億 545 万円 △ 62.8

工業用水道事業会計

収益的収入 4,922 万円 12.1
収益的支出 2,349 万円 △ 1.9
資本的収入 2 億 2,951 万円 54.5
資本的支出 2 億 4,065 万円 52.8
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平成22年度一般会計当初予算
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計
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５
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進
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独
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一
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各
会
計
ご
と
の
予
算
額

簡易水道事業の特別会計を統合
高野・五百谷、荒見、麻生津、
善田・大原、黒川、
野田原・脇谷　の６会計を統合
し、簡易水道事業特別会計とし
ました。前年度の６会計合計と
比較すると 17.3％の増額です。

水道料金の統一によって、減収
の見込みとなっています。

特別会計当初予算合計

168億2,477万円
公営企業会計当初予算合計

24億4,540万円

民生費　79 億 6,324 万円

�8％

�1％

10％
▼

一
般
会
計
歳
出
の
目
的
別
内
訳

総務費　60 億 5,042 万円

土木費　27 億 8,880 万円

教育費　24 億 6,521 万円

衛生費　23 億 7,784 万円

消防費　10 億 4,551 万円

農林業費　9 億 7,993 万円

議会費　　2 億 3,637 万円
商工費ほか 2 億 3,880 万円

公債費　44 億 3,388 万円

９％

８％

４％

16％

３％

２％

予算総額に占める割合

対前年比 16％増

5.3％減

1.4％増

50.7％減

2.5％増

0.2％増

35.1％減

19.9％増

11％

自
主
財
源　

�5
％

依
存
財
源　

65
％

その他
　30 億 8,807 万円

地方交付税
　96億1,500万円

その他
　50 億 6,793 万円

市債
　39億8,600万円

市税
　68億2,300万円

�4％

�4％

14％

17％

市民税
　27 億 9,740 万円

固定資産税
31 億 4,390 万円

たばこ税
3 億 2,000 万円

軽自動車税
1 億 7,310 万円

都市計画税
3 億 8,800 万円

入湯税　60 万円（0％）

41％

46％

6％

税
収
入
の
内
訳

5％
�％

予算総額に占める割合

市税予算額に
　占める割合

※増減率の△はマイナスです。

対前年比 3.1％減

8.9％増

28.5％減

※予算総額に占める割合は小数点以
下を四捨五入しているため、合計が
100％にならない場合があります。

※※
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市
の
将
来
像　

い
き
い
き
と　

力
を
あ
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り　

夢　

あ
ふ
れ
る　

紀
の
川
市

紀の川市長期総合計画
平成19年策定　基本構想期間　20～29年
前期基本計画期間　20～24年
後期基本計画期間　25～30年（24年策定予定）

協働

人づくり

基盤づくり

環境づくり

行財政
　行財政運営
　市民サービス

　生活環境
　自然環境

　都市基盤
　農業・産業振興

　医療・保健・福祉
　教育・文化

　協働・市民交流
　防災・防犯

今後策定予定の計画
　健康増進計画
　生涯学習推進大綱

●次世代育成支援特定事業主行動計画　①人事課②17年③18～26年

●人権施策基本方針　①人権啓発推進課②18年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/jinken/jinken_sesaku_kihonhousin.html

●男女共同参画推進プラン　①政策調整課②20年③21～24年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/kikaku/danjyo-keikaku.html

●学校適正規模・適正配置基本方針　①教育総務課②21年

●小中学校施設耐震改修等整備計画　①教育総務課②18年③18～27年

●生涯学習振興計画　①生涯学習課②毎年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/shougai-g/images/shinkoukeikaku-h21.pdf

●名手本陣保存整備活用計画　①生涯学習課②20年

●スポーツ振興計画　①生涯スポーツ課②21年③21～30年

●国民健康保険特定健康診査等実施計画　①国保年金課②20年③20～24年

●地域福祉計画　①社会福祉課②20年③21～24年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/sha-fuku/images/2010-0318-1553.pdf

●障害者基本計画　①障害福祉課②18年③19～28年

●障害福祉計画（第2期）　①障害福祉課②20年③21～23年

●介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画（第4期）　①高齢介護課②20年③21～23年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/kou-fuku/images/2009-1221-1513.pdf

●次世代育成支援行動計画（後期計画）　①子育て支援課②21年③22～26年
　④www.city.kinokawa.lg.jp/kosodate/pdf/jisedaiikusei201002.pdf

表の見方　●計画の名称　①担当課②策定年度（平成）③計
画期間（年度・平成）④計画をホームページに掲載している
場合そのアドレス　※計画期間が特に定まっていない場合は
「③計画期間」を記載していません

●地震防災対策アクションプログラム　①危機管理消防課②21年③21～30年

●国民保護計画　①危機管理消防課②18年（毎年見直し）④http://www.city.kinokawa.lg.jp/shoubou/kokuminhogokeikaku.html

●耐震化促進計画　①都市計画課②20年③20～30年

●交通安全計画　①総務課②18年③18～22年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/soumu/2009-1225-1614-10.html

今後策定予定の計画
　橋梁長寿命化修繕計画
　農業振興地域整備計画

●都市計画マスタープラン　①都市計画課②20年③おおむね20年間
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/tokei/kinokawa_toshimasu.html

●住宅マスタープラン　①住宅管理課②19年③20～29年

●地籍調査計画　①地籍調査課②19年③20～35年

●道路整備計画　①建設総務課②21年

●地域公共交通総合連携計画　①政策調整課②20年③21～23年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/koutsu/pdf/2009-0302-03-3.pdf

●水道事業基本計画　①水道工務課②18年③19～28年

●水道事業経営効率・健全化計画　①水道総務課②21年③22～28年

●簡易水道事業統合計画　①水道工務課②20年③21～28年

●農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想　①農業振興課②18年

●農村環境計画　①農地課②20年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/nouchi/nouson-kankyou-keikaku.html

●鳥獣被害防止計画　①農業振興課②20年③20～22年④www.city.kinokawa.lg.jp/nougyou/pdf/2008-0922-0931.pdf

●食育推進計画　①農業振興課②20年③20～24年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/nougyou/2008-1008-0941-25.html

今後策定予定の計画
　環境基本計画
　バイオマスタウン構想

●地球温暖化対策実行計画　①環境衛生課②19年③20～24年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/kankyo/tikyuondanka.html

●一般廃棄物処理基本計画　①廃棄物対策課②21年（見直し）③18～30年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/haikibutsu/syorikihonkeikaku.html

●流域関連公共下水道全体計画　①下水道課②18年（見直し）③13～28年

●森林整備計画　①林務課②18年③19～28年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/rinmu/shinrinseibikeikaku.html

●財政計画　①財政課②20年③20～27年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/zaisei/ZAISEIKEIKAKU-1.html

●財政健全化計画　①財政課②20年③21～27年

●辺地に係る公共的施設の総合整備計画　①政策調整課②21年③22～24年

●行財政改革大綱　①総務課②18年③18～22年
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/soumu/gyoukaku.html

今後策定予定の計画
　補助金等の支出につい
　ての方針

●行財政改革集中改革プラン　①総務課②18年③18～22年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/soumu/gyoukaku.html

●固定資産台帳の整備、資産の時価評価　①管財課②19～24年

●職員適正化計画（第1次）　①人事課②17年③18～22年④www.city.kinokawa.lg.jp/syokuin/images/2006-1220-0903.pdf

●事務事業の民間委託等に関する指針　①政策調整課②19年④ホームページ掲載予定

●人材育成基本方針　①人事課②18年④http://www.city.kinokawa.lg.jp/syokuin/images/2007-0116-1543.pdf

特集　新年度の予算

将来像の実現に向けて
　市の将来像の実現のために、長期総合計画をはじめ、さ
まざまな計画を策定しています。
 ６～７ページで紹介する今年度のおもな取り組みも、こ
れらの計画に基づいています。

まちづくりのための
さまざまな計画

●協働によるまちづくりの指針　①政策調整課②21年④ホームページ掲載予定

●地域資源の活用による地域ブランドの創出と地域活性化に関する研究　①政策調整課②19年

●地域防災計画　①危機管理消防課②18年（毎年見直し）
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/shoubou/bousaikeikaku.html

●水防計画　①危機管理消防課②18年（毎年見直し）
　④http://www.city.kinokawa.lg.jp/shoubou/bousaikeikaku.html

ともに参加し行動するまち

すこやかで感性豊かな人が育つまち

快適で活気があるまち

健全な行財政運営をするまち

環境にやさしいまち
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各事業などの問い合わせ先

 健康･医療関係

ピンクリボンキャンペーン啓発事業 ��� 280万円（健）
ピンクリボンキャンペーン個別乳がん検診事業
                                       超音波検査��� 262万円（健）
　                                   マンモグラフィー � 361万円（健）

「有効な検診」を「多くの人」に「正しく行う」ため、特に乳房検
診で、35歳から39歳の年代に対して、マンモグラフィーから、
若い年代での発見率の高いエコー検診へ切り替えます。また、
ピンクリボンキャンペーン運動のさらなる展開も進めます。

■各種がん検診事業�������� 1億892万円（健）
　（がんの早期発見）
■華岡青洲生誕250年記念補助事業【新】 �� 300万円（生）
　（顕彰するための補助事業）

 水道関係
■水道料金統一（４月から実施）（水道部）
■簡易水道事業の施設整備事業【新】 �� 1,973万円（水）
　（西川原簡易水道と黒川簡易水道の整備）

■県営ため池等整備事業計画概要策定事業【新】
　（海神池地区･西谷池地区の改修）　 � 300万円（農地）
■県営ため池等整備事業������ 1,439万円（農地）
　（西山大池地区･別所池地区･調月曽池地区）
■農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（紀の川
　広域･東貴志２期地区）������ 4,040万円（農地）
　（舗装修繕・橋梁点検を施行）
■土地改良施設維持管理適正化事業【新】
　（上野山南部地区ポンプ施設の更新） � 800万円（農地）
■和歌山版果樹産地づくり総合支援補助事業
　（耕作放棄解消の取組を支援）　　�� 150万円（農振）

 産業関係
■土地開発公社事業費補助事業�� 3億5,000万円（企）
　（企業誘致用地造成事業の経費を補助）
■企業誘致啓発事業【新】�������� 156万円（企）
　（北勢田第２工業団地の早期販売と優良企業の誘致）
■紀の川関空連絡道路促進協議会運営事業 � 100万円（建）
　（打田IC～上之郷ICを直結する道路の整備促進）

 ふるさと雇用再生事業

貴志駅名産品たま駅長
　　　　　プロジェクト事業【新】 �� 1,717万円（商）

貴志駅の駅舎内の待合室で、市の特産品を販売し、沿線の歴
史や自然の観光案内を行います。また、市産の果物でつくっ
たフルーツジュースなどの商品開発や販売を「たま駅長プロ
ジェクト事業」の中で行い、新たな雇用創出につながる経済
活性化策を展開します。

① 安全・安心なまちづくり

平成22年度
重点事業の説明

　市の事業は、長期総合計画の５つの政策目標、「協働」
「人づくり」「基盤づくり」「環境づくり」「行財政」に沿っ

て行っています。今年度は、①安全・安心なまちづく
り  ②少子高齢化対策  ③農業・産業の活性化対策  ④緊
急雇用対策  ⑤新庁舎建設事業を５つの主要事業として
重点的に取組みます。その中で、主な事業を掲載します。
　限られた財源の中で、直面する諸課題に対応しなが
ら、「紀の川市に住んで良かった」と心から誇りを持て
るような魅力のあるまちづくりを進めていきます。

② 少子高齢化対策

④ 緊急雇用対策

③ 農業・産業の活性化対策

■広域ごみ処理施設整備事業【新】��� 2,770万円（廃）
　（海南市・紀美野町と共に処理施設を整備）

その他

 教育関係

粉河中学校校舎等改築事業 ���� 1億56万円（教）
打田中学校校舎改築事業 ��� 6億7,005万円（教）

粉河中学校と打田中学校の校舎は、老朽化が著しく耐震性も
低いので、建て替えを行います。粉河中学校は、今年度、移
転用地の造成工事に着手し、平成 25 年度末の完成を目指し
ます。また、打田中学校は、教室棟の全面建て替え工事を実
施し、平成 23 年度末の完成を目指します。

■粉河小学校校舎耐震補強事業【新】��� 296万円（教）
　（耐震補強のための実施設計）
■中貴志小学校校舎耐震補強事業【新】�� 109万円（教）
　（耐震補強のための実施設計）
■長田小学校体育館新設事業【新】��� 1,121万円（教）
　（体育館新設のための実施設計）

 防災関係
■那賀消防組合南消防署新築移転事業【新】
　（南消防署の新築移転を行う事業）  � 5,053万円（危）

 高齢化関係

高齢者紙おむつ助成事業 ����� 1,904万円（高）

現在の対象者に加えて、入院中の場合や、紙おむつ等の給付
のない有料老人ホーム、グループホームなどの施設に入所して
いる人にも適用を拡大します（いずれも要介護１以上の人）。

■緊急通報システム事業������� 1,739万円（高）
　（警備会社に連絡する装置を貸与）
■家族介護慰労事業���������� 580万円（高）
　（慰労金を支給）

 農業関係

市産農産物の販売促進活動事業 �� 154万円（農振）

農産物の販売を促進するため、市長が先頭に立ち、大都市圏
を中心に、トップセールスを実施します。市の誇る、はっさ
く・いちじく・桃・柿・
キウイ・イチゴなどの
果物をＰＲして、「果
樹王国紀の川市」の存
在を全国に発信し、販
路拡大を図ります。

■農業振興地域整備計画策定事業��� 417万円（農振）
　（農地の確保や有効利用を図る計画を策定）
■県営中山間総合整備事業����� 2,783万円（農地）
　（北山地区のほ場整備の実施）
■県単土地改良推進調査事業����� 100万円（農地）
　（下丹生谷地区のほ場整備や農道整備）

 緊急雇用創出事業
■耕作放棄地保全管理促進事業【新】�� 65万円（農振）
　（耕作放棄地の解消を図るための臨時雇用を創出）
■河川環境保全事業【新】������� 1,500万円（建）
　（河川の除草や雑木の伐採、清掃など）
■都市公園点検･清掃等調査事業【新】 �� 553万円（都）
　（施設点検や清掃などの保守業務）

PICK UP

PICK UP

PICK UP

 少子化関係

子ども医療費助成事業【新】 �� 1億3,682万円（国）

小学校入学前までの子どもの医療費を無料としていました
が、今年度からは、無料の対象を小学校卒業までの子どもに
拡大します。疾病の早期発見・早期治療を促進し、子育てに
伴う保護者の経済的負担を軽減します。

■幼稚園就園奨励費補助事業【新】���� 294万円（学）
　（第３子以降の授業料の無料化など）
■放課後児童健全育成事業������ 9,177万円（子）
　（学童保育事業）

PICK UP

※事業名の後の（　）は担当課名で、 【新】は新規事業です。
※表示金額は、万円未満を四捨五入して表示しています。

PICK UP

⑤ 新庁舎建設事業

新庁舎建設事業 �������� 3億411万円（庁）

最少の経費で市民サービスの充実を図ることができ、また、
防災拠点の役割が果たせるような庁舎の建設を進めます。今
年度は、北別館の取り壊し・解体工事および駐車場整備を行
います。平成 23 年度に新庁舎建設工事に取りかかり、24 年
12 月完成、25 年１月から新庁舎で業務を開始する予定です。

PICK UP

（教）…教育総務課（℡64・2525）
（危）…危機管理消防課

　　　　　　　　（℡77・2511）
（健）…健康推進課（℡77・2511）
（生）…生涯学習課（℡64・2525）
（水）…水道工務課（℡77・2511）
（国）…国保年金課（℡77・2511）
（学）…学校教育課（℡64・2525）
（子）…子育て支援課

　　　　　　　　（℡75・3111）
（高）…高齢介護課（℡75・3111）
（農地）……農地課（℡73・3311）

（農振）…農業振興課
　　　　　　　　（℡73・3311）

（企）…企業立地推進課
　　　　　　　　（℡77・2511）

（建）…建設総務課（℡66・1100）
（商）…商工観光課（℡73・3311）
（都）…都市計画課（℡66・1100）
（庁）…庁舎建設準備室

　　　　　　　　（℡77・2511）
（廃）…廃棄物対策課

　　　　　　　　（℡64・2525）

特集　新年度の予算

特集　新年度の予算
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健康

けんこう

新型インフルエンザの相談
℡ 61・0020　岩出保健所（平日午前９時～午後５時 45 分）

【問い合わせ】健康推進課
　　　　　　　　  （℡ 77・0829）

■４か月児健康診査
　平成22年１月生まれ対象
　５月19日（水）・26日（水）の午後

受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成21年10月生まれ対象
　５月18日（火）・25日（火）の午後

受付は午後１時～１時30分

■10か月児健康相談
　平成21年５月生まれ対象
　５月12日（水）・13日（木）の午前

受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成20年８月生まれ対象
　５月21日（金）・28日（金）の午後

受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成19年10月生まれ対象
　５月10日（月）・11日（火）の午前

受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成18年８月生まれ対象
　５月20日（木）・27日（木）の午後

受付は午後１時～１時30分

◎ポリオ集団投与
　５月13日（木）・14日（金）・17日（月）

受付は午後１時～１時 30 分

平成 21 年６月 30 日までに生まれ、
７歳６か月未満で、ポリオを２回飲
んでいない乳幼児が対象

※対象児には、個別通知します
※会場はすべて本庁南別館です

５月の母子保健・予防接種

とき ところ 午前
（受付8：30～10：30）

午後
（受付13：00～14：00） 地区

４月20日（火） 東貴志コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 胸・大腸・乳房 貴志川

４月21日（水）～23日（金） 西貴志コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

４月27日（火）～28日（水） 丸栖コミュニティセンター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

５月11日（火）～13日（木） 貴志川保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 貴志川

５月14日（金） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

５月17日（月） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 打田

５月18日（火）～19日（水） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

６月４日（金） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 打田

６月７日（月）～10日（木） 本庁南別館 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 打田

６月22日（火） 鞆渕出張所 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

８月17日（火）～20日（金） 那賀保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 那賀

８月23日（月） 那賀保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 那賀

８月24日（火） 那賀総合センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 那賀

８月30日（月） 細野生活改善センター 特定・胃・胸・大腸 ― 桃山

８月31日（火） 蛍の里 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月６日（水） 元区民会館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月７日（木） 桃山会館 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月８日（金） 桃山保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月12日（火）～15日（金） 桃山保健福祉センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 桃山

10月28日（木） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 粉河

10月29日（金） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月１日（月） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月２日（火） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 乳房 粉河

11月４日（木）～５日（金） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

11月８日（月）～11日（木） 粉河保健センター 特定・胃・胸・大腸・乳房 ― 粉河

１月18日（火）～19日（水） 本庁南別館 肝炎 肝炎 打田

対象者
◎特定健診…40歳～74歳の紀の川市国保
加入者◎胃がん検診…40歳～74歳◎胸部
検診…40歳以上◎大腸がん検診…40 歳以
上◎乳がん検診…40歳以上の女性◎肝炎
ウイルス検診…40歳以上で未検査の人

平成22年度集団検診の日程
申込者には、お住まいの地区の検診日程の約１か月前に、受診票を送付
します。検診を希望する人で、まだ申し込みをしていない人は、健康推
進課まで連絡してください。
※申し込み用紙などは、２月上旬に全世帯に送付しています。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

75歳以上の人の胃がん検診は、個別検診です
高齢になると、ものを飲み込む力が弱ってくるので、バリウムが誤って気管に入る「バリウム誤嚥（ごえん）事故」が起
こる可能性があります。そのような事故が起こった時にすぐに対処できるよう、75 歳以上の人の胃がん検診は、医療機
関での個別検診になります。
自己負担金 2,000 円が必要ですが、事故を防ぐ観点からご協力をお願いします。
個別検診では、内視鏡（胃カメラ）検査も可能です。医師と相談のうえ、受診ください。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

那賀休日急患診療所
℡ 77・6410　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
小児は、↓小児救急医療ネットワークへ↓

夜間の小児医療電話相談
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000　毎日午後 7 時～ 11 時　

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

小児救急医療ネットワーク
℡ 073・425・8181　平日夜間は午後８時～翌６時／土・日・祝日の夜
間は午後７時～翌６時／休日昼間は午前10時～正午、午後１時～５時

4/11（日） 井関歯科医院（℡ 62・2223）

18 （日） 加山歯科（℡ 77・5655）

25 （日） 西歯科医院（℡ 63・5553）

29 （木） 矢田歯科クリニック（℡ 64・6608）

5/2 （日） はたなか歯科クリニック（℡ 69・5511）

3 （月） 正司歯科クリニック（℡ 66・2011）

4 （火） おち歯科医院（℡ 61・7322）

休日歯科当番（診療時間：午前10時～午後４時）

電話がつながらない場合は、那賀消防組合（℡ 61・0119）へ。

献血日程
4/9 （金） 尾高ゴム工業株式会社 10：00 ～ 12：00

松源　貴志川店 13：30 ～ 16：30

16 （金）（株）メイワ 9：30 ～ 12：00

オークワ粉河店 13：30 ～ 16：30

28 （水） 市役所桃山分庁舎 9：30 ～ 12：00

市役所本庁南別館 13：30 ～ 16：00
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子育て

こそだて

小・中学校の就学援助制度
　経済的な理由で、小・中学校への就学に困
難がある児童・生徒の保護者に、学校給食費
や学用品費など、学校で学習するために必要
な費用の一部を援助する制度があります。
　就学援助を希望する人は、申請書を学校へ
提出してください。くわしくは、各小・中学
校または学校教育課へ問い合わせください。

【問い合わせ】
学校教育課（℡ 64・9162　貴志川分庁舎）

５月の赤ちゃん広場・子育て教室　

◎赤ちゃん広場�０歳児を対象に、月齢に合った赤ちゃんとのふれ
あい遊びの紹介や絵本のよみきかせ、お母さん同士の交流、赤ちゃ
んの体重測定や育児相談などをします。

◎子育て教室�１・２歳児を対象に、手遊びやリズム遊びをしたり、
自然の中で身体を使った活動をしたりして、親子でたくさんの友達
と交流します。子育ての情報交換や子どもの年齢に応じた育児・遊
びを学び合う場にもなります。

申し込みは不要です。気軽に参加ください。ジュース・おやつ・
おもちゃは持ってこないでください。

■０歳児赤ちゃん広場
　５ 月 　７日（金）打田地区　本庁南別館２階
　５ 月 1 0 日（月）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　５ 月 2 6 日（水）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。
　※母子手帳を持ってきてください。

■１歳児（20 年 4 月 2 日～ 21 年 4 月 1 日生まれ）
　５ 月 1 2 日（水）桃山地区　桃山保健福祉センター
　５ 月 1 7 日（月）貴志川地区　貴志川保健福祉センター
　５ 月 2 1 日（金）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　５ 月 2 8 日（金）打田地区　打田体育館
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

■２歳児（19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日生まれ）
　５ 月 1 3 日（木）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　５ 月 1 9 日（水）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　５ 月 2 7 日（木）打田地区　打田体育館
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分　

※親子とも、動きやすい服装で参加してください。
※名札、お茶、帽子を持参してください。
※インフルエンザなどの影響で、赤ちゃん広場・子育て教室を中止
する場合があります。中止の場合、市ホームページやメール配信サー
ビス（http://kinokawa.mail-dpt.jp/ から登録）でお知らせします。

【問い合わせ】
子育て支援課（℡ 75・3111）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育所内）
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育所隣）

私立幼稚園保育料等の減免
　市は、私立幼稚園児の保護者の負担を軽減
するため、保育料などの一部を補助する制度
を実施しています。４月から制度を拡充し、
第３子以降（満 18 歳未満の兄または姉を２人
以上有する園児）の保育料が無料になります。
　申請書類は各私立幼稚園を通じて５月ごろ
に配布します。幼稚園の指示にしたがって手
続きをしてください。

【問い合わせ】学校教育課（℡ 64・9162）

子育てを応援します

子育て支援センターを利用し
てください
子育て支援センターは、子育てに関する相談
や情報交換、親子の遊び場、交流の場として、
子育てを応援します。気軽に利用ください。

児童扶養手当
　児童扶養手当は 18 歳（障害のある場合は 20 歳未満）
に達する日以降の最初の３月 31 日までの児童を養育し
ている母子家庭や、父が一定の障害にある家庭に支給
される手当です。所得制限などの条件があります。
■支給金額（児童１人の場合の月額）
全部支給�41,720円　一部支給�9,850円～41,710円
※所得状況や扶養人数によって変動します。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111）

特別児童扶養手当
　特別児童扶養手当は、20 歳未満で身体や知的または
精神に一定の障害、または長期安静が必要な病状にあ
る児童を、在宅で養育している保護者に支給される手
当です。所得や障害の程度による制限があります。
■支給金額（月額）
　１級�50,750 円　２級�33,800 円

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111）

「児童手当」が「子ども手当」に変わります。
平成７年４月２日以降生まれ（中学校３年生以下）の子ども
を養育し、生計の中心となる父母などに手当を支給します。

子ども手当
４月から始まります。

子ども１人あたり、月額  13,000 円
中学３年生まで 支給　   所得制限 なし

支給（口座振込）は 年３回  （６月、10月、２月）

　申請書類は、４月上旬に、対象となる子どもの保護者または受給者あて
に送付します（子どもの住民票が市内にない場合は送付されません）。添付
書類を添えて、子育て支援課または各支所へ提出してください。
　申請書が送付された場合でも、①保護者が公務員の世帯、②他市町村で
児童手当を受給している世帯は、紀の川市で申請の手続きができません。
①の場合は勤務先で、②の場合は受給先の市町村で申請をしてください。
　子どもと別居している（住民票を別にしている）場合や、該当するはずな
のに５月になっても申請書類が届かない場合は、子育て支援課に問い合わ
せください。くわしくは、申請書類に同封している案内文を確認ください。

申請が必要な人に、４月上旬に申請書を送ります。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111　那賀分庁舎）

受給には、申請が必要な場合があります。

受給していない

受給している

自動的に「子ども手当」に継続。
申請は不要です。

「額改定請求書」の提出が必要。

「認定請求書」の提出が必要。

現
在
、「
児
童
手
当
」を

  

受
給
し
て
い
ま
す
か
？

中学１年生以下（平成９年４月２日
以降生まれ）の子どもしかいない

中学２年生、３年生の子どもがいる

４月上旬に、
認定通知書を
送付します

４月上旬に、
申請書類を
送付します

４月上旬に、
認定通知書と
申請書類を
送付します

□出生などで子どもの数に変更が
　あった
□住所地が変わった
□子どもの生計の中心者がかわった
□受給者が公務員になった
□振込先の金融機関を変更したい
　（指定口座情報に変更があった）

こんなときは、子育て支援課または
各支所に届け出てください。

こんなときは届け出を…
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介護予防

かいごよぼう

③ いきいき元気塾
　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能向上・栄養改善・口腔ケア・
閉じこもり予防などをテーマに、居宅介護支援センターに委託し、
教室を開催しています。動きやすい服装で参加ください。

■とき�４月 14 日（水）午後１時～３時
■ところ�那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
■テーマ�『介護予防』 について
※申し込みが必要です。前日までに栄寿苑居宅介護支援センター
に申し込みください。

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援センター ( ℡ 75・6888）、高齢
介護課介護予防係（℡ 75・5314　那賀分庁舎）

① 認知症予防教室
　  ～今日からできる脳トレーニング～
　正しい知識と、予防法を毎日の生活に取り入れることで、認知
症は予防できます。元気な人も、ちょっと物忘れが気になりだし
た人も、楽しみながらに認知症予防に取り組みましょう。

■とき（全８回、いずれも水曜日）
　５月19日、26日、６月９日、23日、７月７日、21日、８月４日、11日
　時間はいずれも午後１時30分～３時30分（受付1時～）
■ところ�那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
■対象�市内在住の 60 歳以上の人
■定員�先着 20 人（全８回参加可能な人）
■内容�認知症予防の概要説明、簡単な脳の健康チェック、医師
　による講話「認知症の正しい理解と予防について」、医師による
　個人面談、レクリエーション、グループ活動、個人活動、自宅
　での脳トレドリル
■申し込み�５月７日（金）までに高齢介護課に申し込み。

【申し込み・問い合わせ】
高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314、Fax75・5399）

② 口腔機能向上教室　「歯つらつ教室」
　口は、「食べる・話す・表情を豊かにする」といった、大切な機
能をもっています。固いものが食べにくい、口の渇きが気になる、
汁物でよくむせることがあるといった人は、要注意。口の周りの
機能を高め、お口の健康づくりを目指しましょう。

■とき（全５回）
　５月31日（月）、６月７日（月）、21日（月）、７月５日（月）、20日（火） 
　時間はいずれも、午後１時30分～３時30分（受付１時～）
■ところ�那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
■対象�市内在住のおおむね 65 歳以上の人
■定員�先着 20 人（全５回参加可能な人）
■内容�歯科衛生士による講話／食べる機能および口腔内チェッ
　ク／お口の清掃、入れ歯の手入れの仕方／歯つらつ体操（口腔
　体操、唾液腺マッサージなど）
■申し込み�５月７日（金）までに高齢介護課に申し込み。

【申し込み・問い合わせ】
高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314、Fax75・5399）

介護予防教室

介護予防健診
介護予防健診「生活機能評価」
　「生活機能評価」とは、早期に老化のサインをチェックするため
の健診です。いつまでも健康で元気な生活を送るために、「生活機
能評価」を受けましょう。

■対象�65 歳以上で、介護保険の要支援および要介護認定を受け
　　　　ていない人
■受診方法　　
　特定健診や後期高齢者健診と同時に受診できます。特定健診や
　後期高齢者健診は、加入している医療保険者に申し込みくださ
　い。受診の際は、必ず介護保険被保険者証（水色）を持参ください。
■内容  
　①生活機能チェック　※全員に実施　　　　　　　
　問診、基本チェックリスト／計測（身長・体重）／血圧測定／医
　師診察
　②生活機能検査
　※特定高齢者候補者（①の結果、必要と判断された人）のみ実施
　血液検査（血清アルブミン検査、貧血検査（３項目））／心電図検査

生活機能評価の結果、生活機能の向上が必要と判定された人は、
市が実施する介護予防事業へ参加しましょう。

【問い合わせ】高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314）

ご利用ください
「貴志川町老人憩

いこい

の家」
　貴志川生涯学習センター内に、市内在住の
60 歳以上の人の憩いの場として、貴志川町老
人憩の家を設置しています。ヘルストロンや
マッサージチェア、囲碁将棋のセットなども
置いています。ぜひ一度、お立ち寄りください。
■開館時間�午前９時から午後５時
　　　　　　※月曜、祝日、年末年始は休館

【問い合わせ】高齢介護課（℡ 75・5314）

昨年の９月から 12 月の３か月間、認知症予防教
室に参加した、三好正明さん（左）、惣坊ハルヨ
さん（中央）、弓場静代さん。（教室で作ったマフ
ラーを巻いて）

認知症予防教室がきっかけで
毎日している、脳トレーニング。

三好正明さんのコメント…認知症につい
て、ていねいにやさしく科学的に教えて
もらいました。教室への参加をきっかけ
に、１日『一』善、１日『十』人に会う、１日

『百』文字書く（日記を書いています）、１
日『千』文字読む（新聞を読んでいます）、
１日「１『万』歩」歩く（なかなか難しい…）
という、『一、十、百、千、万』を口ずさみな
がら、毎日認知症予防に励んでいます。

介護予防教室 参加者の  声

介
護
予
防
の
ス
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メ
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【解説】
洗濯や料理をするときに、歌を歌
うなど、２つのことを同時に行な
うと、認知症を予防するのに有効
な注意分割力がきたえられます。
一度やってみてください。

「疲れているからかなぁ、
口のにおいが気になる」
と妻に言われたのがきっ
かけで、歯つらつ教室に
参加しました。歯垢（し
こう）チェックでは、「毎
日歯を磨いているのに、

こんなにも歯垢が残っているのか」と驚
き、口内のばい菌が肺炎などの病気の原
因にもなると聞いて怖くなりました。教
室で歯の正しい磨き方や、入れ歯の手入
れの方法も教えてもらい、参加してよかっ
たと思っています。今後も、歯みがきを
きっちり行なうよう心がけます。

「歯つらつ教室」に参加して、
正しい歯の磨き方を学びました。

岡　年宏さん
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利用者の一時的な費用負担を軽減するため、福
祉用具購入費・住宅改修費の「受領委任払い」
を利用することができるようになりました。
これまで、介護保険の福祉用具購入費・住宅改
修費は、被保険者（利用者）がいったん費用の
全額（10 割）を支払い、その後に申請して保険
給付分（対象費用の 9 割）の支給を受ける「償還
払い」でした。
受領委任払いは、利用者はかかった費用の 1 割

被保険者（利用者）

均等割 726 円・所得割 0.01％を減額
後期高齢者医療制度の保険料は、２年ごとに改定
することになっています。22・23 年度の保険料
率が以下のとおり決定しました。なお、保険料の
通知は、７月になります。

年間の保険料率 ��･��年度 20・21年度

均等割額 4�,64�円 43,375円

所得割額 7.�1％ 7.92％

年間の保険料　＝　①均等割額　＋　②所得割額

所得などに応じて、従前どおり均等割額・所得割
額が軽減されます。

〈①均等割額〉
被保険者全員に定額で負担していただきます。
所得の少ない世帯の人や被用者保険の被扶養
者だった人は、これまでどおり軽減されます。
⇒ 22 年度も世帯の所得に応じて９割、8.5 割、
５割、２割を軽減

〈②所得割額〉
被保険者本人の所得によって異なります。

（総所得金額等－基礎控除 33 万円）×所得割率
が所得割額になります。
⇒ 22 年度も住民税非課税のような所得の少な
い人（年金収入 211 万円未満のみの人）は、５
割を軽減

●後期高齢者医療制度の保険料率改定

●介護保険　福祉用具購入費・住宅改修費の受領委任払い制度

【問い合わせ】国保年金課（℡ 77・2511　本庁）

【問い合わせ】高齢介護課介護保険係（℡ 75・5328　那賀分庁舎）

を支払い、事業者は残りの 9 割を市から受け取
る方法です。
受領委任払いを利用するには、施工業者や福祉
用具販売業者との手続きや事前の承認申請が必
要です。詳しい利用方法については、担当のケ
アマネジャーまたは高齢介護課にお問い合わせ
ください。
※保険料の滞納があると受領委任払い制度を利
用することができません。→

●償還払い（従来） ●受領委任払い（４月から利用できます）

【利用申請・問い合わせ】高齢介護課高齢者福祉係（℡ 75・5314　那賀分庁舎）各支所・鞆渕出張所
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高齢者福祉サービスの一例

ホームヘルパーの派遣
デイサービス
ショートステイ

紙おむつ購入の助成 家族介護慰労金

緊急通報システムの利用

このほかにも、
外出支援
生活支援ハウス利用
養護老人ホーム入所
生活用具の支給・貸与

　などのサービスがありま
す。詳しくは、問い合わせ
ください。

満 88 歳の人、�� 歳以
上の人に長寿祝をお贈
りします
（申請は不要です）

対象は、９月１日現在で６カ月
以上市内に住所がある人

対象は、要介護 4・5 の高齢者を
常時在宅介護している住民税非
課税世帯。介護保険サービスの
利用状況や特別障害者手当の有
無で金額が変わります。（今年度
拡充）

対象は、常時失禁状態の要介護
の高齢者で、所得税非課税世帯。
今年度から、市外に一時滞在し
ている人、施設入所・入院して
いる人も対象に。※介護保険施
設等で紙おむつ代が給付されて
いる場合を除く

対象は、介護認定結果が「自立」
であるがサービスの利用が必要
となる人など。自己負担が必要
で、利用制限があります。

高齢者居宅改修費用の補
助

対象は、要介護・要支援の高齢
者がいる所得税非課税世帯。

今年度対象を拡大し、課税世帯
も 対 象 に。 利 用 料 が 必 要 で す。
見守り等が必要な一人暮らし、
重度身体障害者、高齢者だけで
暮らす世帯などが対象です。

食の自立支援

対象は、一人暮らしの高齢者や
高齢者だけで暮らす世帯などで
調理等が困難な場合。１食 350
円で、週 3 回まで。

①事前申請（住宅改修のみ）
②購入・支払い（10割）
③領収証の発行
④支給申請
⑤振込み（9割分）

災害時要援護者の登録

対象は、要介護状態区分３～５
の人、身体障害者手帳１・２級
の人など。

① ④② ③ ⑤ ① ②③ ④ ⑤

①事前申請（受領委任）
②承認
③購入・支払い（1割）
④領収証の発行
⑤支払いの申請
⑥支払い（9割）

⑥紀の川市
事業者
　販売業者
　施工業者

被保険者（利用者）

紀の川市
事業者
　販売業者
　施工業者

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
／
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
改
定
／
福
祉
用
具
購
入
費
・
住
宅
改
修
費
の
受
領
委
任
払
い
制
度
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●
４
月
は
異
動
の
時
期
で
す
。
国
保
の
異
動
も
お
忘
れ
な
く

みなさんの学習会や集会に、職員が講師として出向き、
市の事業や施策などについてお話をします。私たち紀
の川市のまちづくりについてみんなで考えましょう。
対象は、市内在住・在勤・在学の 10 人以上のグループ
です。講座によっては、人数制限、受講時期、用意し
ていただくものなどの条件があるものもあります。ま
ずはお問い合わせください。

別表

こんなとき 必要なもの 備考

転入 印鑑 市民課または支所窓口
での手続きを先にして
ください転出 保険証・印鑑

就職した 新しい保険証・国
保の保険証・印鑑

新しい保険証が未交付
の場合は、加入を証明で
きるもの

退職した
職場の健康保険
の資格喪失証明
書・印鑑

下の任意継続制度の記
事も読んでください

子どもが就学で
他市町村に転出

修学などのため住民票を異動する場合は、
在学を証明する書類（在学証明書・学生証の
コピー）と保険証・印鑑を添えて届出をおこ
なってください。

このほかの諸手続きについては、問い合わせください

●生涯学習出前講座　職員がお話を出前

【申し込み・問い合わせ】生涯学習課（〒 640-0492　貴志川町神戸 327-1　℡ 64・9163　Fax64・6599）

●申込み方法は
　申込書を受講希望日の４週間前までに、郵送ま
たはファックスで生涯学習課に提出ください。申
込書は、生涯学習課・各地区公民館・図書館・支
所に配置しています。

※会場の確保や参加者への連絡、当日の進行など
は申請者（主催者）側でお願いします。

※講座によっては教材費、資料代などの実費を負
担していただく場合があります。

※担当課の業務の都合などで希望日に実施できな
い場合があります。

１　市議会の仕組み／議会事務局

２　「広報紀の川」ができるまで／広報広聴課

３　紀の川市長期総合計画のあらましについて／政策
調整課

４　紀の川市男女共同参画社会の実現に向けて／政策
調整課

５　公共交通をもっと利用しよう！／政策調整課

６　2011 年地上デジタルテレビへの移行について／
情報推進課

７　市税の概要／市民税課

８　高齢者の交通安全／総務課

９　クリーン＆グリーン講座／廃棄物対策課

10　あなたの人権、私の人権／人権啓発推進課

11　各種証明書の交付申請について／市民課

12　環境衛生について／環境衛生課

13　国民健康保険について／国保年金課

14　高齢者福祉サービスと介護予防について／高齢介
護課

15　介護保険制度について／高齢介護課

16　よくわかる障害者福祉／障害福祉課

17　手話通訳について／障害福祉課

18　子どもの事故予防／健康推進課

19　健康づくり全般／健康推進課

20　乳がん自己検診法／健康推進課

21　ＡＥＤの話／健康推進課

22　農業振興について／農業振興課

23　食育推進について／農業振興課

24　ほ場整備で変わらなきゃ！農業・農村！／農地課

25　山林について／林務課

26　有害鳥獣について／林務課

27　悪徳商法にご注意を／商工観光課

28　紀の川市の観光資源を知ろう／商工観光課

29　京奈和自動車道について／京奈和事務所

30　耐震対策について／都市計画課

31　道路整備について／道路河川課

32　地籍調査とは／地籍調査室

33　紀の川市の公共下水道について／下水道課

34　道路協議について／建設総務課

35　水道水って！／水道工務課

36　ふるさと歴史文化財講座―あなたの町の歴史と文
化財について語り合いましょう―／生涯学習課

37　スポーツ少年団って？／生涯スポーツ課

38　スポーツイベントと町づくり／生涯スポーツ課

39　生涯、健康でいられるように／生涯スポーツ課

■　講座名／担当課の一覧

●
健
康
保
険
の
任
意
継
続
制
度

国
保
の
異
動
は
14
日
以
内
に
届
出
を

　

国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
、
ま
た
世
帯

の
分
離
や
合
併
な
ど
、
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
る
（
国
保
税
は
さ
か
の

ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
）
や
、
複
数
の
保

険
料
（
税
）
を
支
払
う
、
な
ど
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

■
届
け
出
の
場
所
…
国
保
年
金
課
、
ま

た
は
各
支
所
、
鞆
渕
出
張
所

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の
…
別
表
の
と

お
り

【問い合わせ】国保年金課（℡ 77・2511　本庁）

　

一
定
期
間
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
た
場
合
、
そ
れ
ま

で
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
を
、
退
職
か
ら
２
年
間
、
継
続

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。「
任
意
継
続
制
度
」
は
、
退
職
か

ら
20
日
以
内
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
健
康
保
険

の
種
類
に
よ
っ
て
取
り
決
め
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

退
職
す
る
と
き
は
、「
国
民
健
康
保
険
」
と
「
任
意
継
続
制

度
」
の
保
険
料
を
比
べ
る
な
ど
、
ど
ち
ら
の
保
険
が
有
利
か
、

よ
く
調
べ
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
の
税
額
を
試
算
し
た
い
場
合
は
、
前
年
の

所
得
が
わ
か
る
も
の（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
準
備
し
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
退
職
日
が
１
～
３
月
の
場
合
は
、
退
職
の

日
の
前
々
年
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
も
必
要
で
す
。

■
任
意
継
続
か
ら
国
保
へ
の
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

　

期
間
満
了
・
中
途
打
切
り
の
ど
ち
ら
の
場
合
も
手
続
き
が

必
要
で
す
。
加
入
し
て
い
た
保
険
者
が
発
行
す
る
健
康
保
険

資
格
喪
失
証
明
書（
期
間
満
了
の
場
合
は
任
意
継
続
の
保
険
証

で
も
可
）
と
印
鑑
を
持
参
し
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

生涯学習マスコット
『マナビィ』

国
保
の
異
動
も
お
忘
れ
な
く
／
健
康
保
険
の
任
意
継
続
制
度
／
生
涯
学
習
出
前
講
座
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●
平
成
20
年
度　

市
の
財
務
諸
表

財
務
諸
表
作
成
の
目
的

　

市
の
会
計
制
度
は
、「
予
算
が
い
く
ら

あ
っ
て
、結
果
的
に
い
く
ら
使
っ
た
か
」

と
い
う
、現
金
の
動
き
に
着
目
し
た「
現

金
主
義
会
計
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
計
方
式
で
は
、
一
定
期
間
に

お
け
る
現
金
の
出
と
入
は
よ
く
分
か
る

の
で
す
が
、
保
有
す
る
資
産
の
状
況
や

１
年
間
の
行
政
活
動
に
係
る
正
確
な
コ

ス
ト
、
ま
た
行
政
活
動
に
お
け
る
資
金

調
達
の
方
法
や
資
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、市
の
財
政
状
況
を
総
合
的
・

長
期
的
に
把
握
す
る
た
め
、
民
間
で
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
企
業
会
計
の
手
法

を
導
入
し
、新
地
方
公
会
計
制
度
の「
総

務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル（
注
１
）」に
基
づ

い
た
財
務
諸
表
を
、
普
通
会
計
ベ
ー
ス

（
注
２
）と
連
結
ベ
ー
ス（
注
３
）で
作
成
し

ま
し
た
。

財
政
状
況
の
透
明
性
を
高
め
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
の
決
算
の
状

況
に
加
え
、
財
務
諸
表
に
よ
る
資
産
や

コ
ス
ト
の
情
報
を
含
め
た
財
政
状
況
を

貸借対照表

公
表
す
る
こ
と
で
、
財
政
状
況
の
透
明

性
を
高
め
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

※
財
務
諸
表
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

用
語
説
明

（
注
１
）総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル

　

国
の「
新
地
方
公
会
計
制
度
実
務
研
究
会
報
告

書
」で
示
さ
れ
た
財
務
書
類
の
作
成
基
準
の
ひ
と

つ
。
公
有
財
産
等
の
状
況
を
当
面
の
間
、
公
有

財
産
台
帳
や
個
々
の
複
式
記
帳
に
よ
ら
ず
過
去

の
決
算
数
値
等
を
活
用
し
て
作
成
す
る
こ
と
を

認
め
ら
れ
て
い
る
モ
デ
ル
。

　（
注
２
）普
通
会
計

　

個
々
の
自
治
体
ご
と
に
各
会
計
の
範
囲
が
異

な
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
地
方
財
政
の
統

計
上
、
統
一
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
会
計
区
分
。

紀
の
川
市
の
普
通
会
計
は
、「
一
般
会
計
」「
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
」「
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
」
の
３
つ
。

（
注
３
）連
結
対
象
と
す
る
会
計
・
団
体
の
範
囲

　

普
通
会
計
に
加
え
、
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
な
ど
の
公
営
事

業
会
計
、
那
賀
病
院
や
消
防
組
合
な
ど
の
一
部

事
務
組
合
、
土
地
開
発
公
社
、
青
洲
の
里
な
ど

の
第
三
セ
ク
タ
ー
等
。　

住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その財産を
どのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを表した財務書類です。

資産の部 （将来世代に残る財産や権利の金額） 負債の部 （将来世代がこれから負担する金額）

普通会計 連結 普通会計 連結

１．公共資産 1,148億円 1,415億円 １．固定負債 345億円 590億円
　（土地や建物など） 　（借入金、退職手当引当金など）

２．投資等 79億円 102億円 ２．流動負債 33億円 46億円
　（出資金、貸付金、基金など） 　（返済期限が１年以内の借入金など）

３．流動資産 58億円 110億円 負債合計 378億円 636億円
　（現金、預金、未収金など）

      うち現金・預金等 （57億円） （94億円） 純資産の部 （今までの世代が負担してきた金額）

普通会計 連結
４．その他 0円 1億円 純資産合計 907億円 992億円

資産合計 1,285億円 1,628億円 負債および純資産合計 1,285億円 1,628億円

資産 ＝ 負債 ＋ 純資産

行政コスト計算書 １年間の行政活動のうち、資産形成に結びつかない行政サービスにかかった経費と、その行
政サービスの直接の対価として得られた財源（受益者負担金）を対比させた財務書類です。

経常行政コスト
普通会計 連結

人にかかるコスト 48億円 82億円
物にかかるコスト 68億円 107億円
移転支出的なコスト 89億円 236億円
その他 6億円 14億円

経常行政コスト合計 211億円 439億円
経常収益

普通会計 連結
経常収益合計 7億円 169億円

(差引)純経常行政コスト 204億円 270億円

人件費など

物件費、維持補修費、減価償却費など

医療費などの社会保障給付、補助金など

使用料、手数料、事業収益など

純資産変動計算書 貸借対照表に計上されている純資産額が、1年間でどの
ように変動してきたかを表している財務書類です。

期首純資産残高
普通会計 連結

903億円 974億円
純経常行政コスト △204億円 △270億円
財源調達  市税 71億円 71億円
　　　　  地方交付税 87億円 87億円
　　　　  補助金等受入 34億円 114億円
　　　　  その他 16億円 16億円

純資産増減額 4億円 18億円
期末純資産残高 907億円 992億円

一致します

資金収支計算書 現金ベースで、1年間の資金の流れや収支をみるもので、市の資金の出入り
をその性質に応じて３つの区分（活動）に分けて表示した財務書類です。

１．経常的収支の部
普通会計 連結

経常的支出合計 165億円 384億円
経常的収入合計 217億円 450億円

経常的収支額 52億円 66億円
２．公共資産整備収支の部

普通会計 連結
公共資産整備支出合計 32億円 52億円
公共資産整備収入合計 25億円 44億円

公共資産整備収支額 △7億円 △8億円
３．投資・財務的収支の部

普通会計 連結
投資・財務的支出合計 64億円 95億円
投資・財務的収入合計 20億円 41億円

投資・財務的収支額 △44億円 △54億円
当年度資金増減額 1億円 4億円

期首資金残高 56億円 90億円
期末資金残高 57億円 94億円

（人件費・物件費など）
経常的に行政運営を行うための支出

資産整備に伴う支出

経常的に行政運営を行うための収入
（市税など）

資産整備に伴う国県補助金、借入金など

借入金の返済、基金の積立など

貸付金の回収など

【
問
い
合
わ
せ
】財
政
課（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

連結すると、市民１人あたり、
237万2,000円分の資産があります。

連結すると、市民１人あたり、
92万7,000円の負債があります。

連結すると、市民１人あたり、
63万9,000円のコストがかかっています。

貸借対照表の「純資産合計」と一致します。

貸借対照表の「流動資産」の、現金・預金等
金額と一致します。
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市県民税・固定資産税・国民健康保険税も

コンビニで土日や夜も安心納付
水道料金、軽自動車税に加えて、４月から、
市県民税（普通徴収分）、固定資産税・都市計
画税、国民健康保険税もコンビニエンスス
トアで納付できるようになりました。
市が発行する市税納付書でバーコード印字
がされているものは、コンビニエンススト
アで使用できます。

次のコンビニなら、全国どこの店舗でも手数料なし
で利用いただけます。
○エーエム・ピーエム　○エブリワン　○ MMK 設
置店　○くらしハウス　○ココストア　○コミュニ
ティ・ストア　○サークルＫ　○サンクス　○スパー

（北海道に限る）　○スリーエイト　○スリーエフ　
○生活彩家　○セイコーマート　○セーブオン　○
セブンーイレブン　○デイリーヤマザキ　○ファミ
リーマート　○ポプラ　○ミニストップ　○ヤマザ
キデイリーストアー　○ローソン

次の場合はコンビニで納付できません。納付書に記
載の金融機関や市役所の窓口で納付してください。
・納付書にバーコードが印刷されていないもの
・納付書に記載している取扱期限が過ぎたもの
・納付額が 30 万円を超えるもの
・金額が訂正されたもの
・平成 22 年 3 月までに発行された納付書
・コンビニでバーコードが読み取れないもの

これまで一冊にとじていた納付書が１枚ごと（ホッ
チキス止めされていない状態）の単票になります。
紛失にご注意ください。

※コンビニエンスストアで納付いただいてから、市
で納付確認ができるまでに 20 日程度かかります。
その期間内に納税証明書が必要な場合は、本人確認
ができる書類と領収証書を持って、証明発行窓口へ
お越しください。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例

　

22
年
度
の
学
生
納
付
特
例
申

請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

希
望
す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳

と
学
生
証
コ
ピ
ー
（
在
学
証
明

書
で
も
可
）
を
持
っ
て
申
請
に

来
て
く
だ
さ
い
。
本
人
が
窓
口

に
来
ら
れ
な
い
と
き
は
、
同
居

家
族
か
ら
の
代
理
申
請
も
で
き

ま
す
が
、
本
人
の
認
め
印
と
代

理
人
の
身
分
証
明
書
が
別
途
必

水
道
料
金
は
４
月
分

か
ら
口
径
別
料
金
に

　

水
道
料
金
は
、
４
月
使
用
分

か
ら
口
径
別
の
料
金
体
系
と
な

り
ま
す
。
自
宅
に
あ
る
メ
ー

タ
ー
の
口
径
を
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
料
金
表
は
広
報
紀

の
川
２
月
号
ま
た
は
紀
の
川
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
新
料
金
で
の
請
求
は
６
月
か

ら
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
水
道
総
務
課

（
電
話
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
の
交
付

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た

め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

案
内

す
る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
下
水
道
認
可
区
域
・
農
業
集

落
排
水
区
域
を
除
き
ま
す

■
補
助
金
額

　
　
　

５
人
槽
…
33
万
２
千
円 

　

６
～
７
人
槽
…
41
万
４
千
円

　

８
～
50
人
槽
…
54
万
８
千
円 

■
募
集
期
間
…
４
月
12
日

（月）
～

23
年
１
月
31
日

（月）　

先
着
順
、

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

■
応
募
条
件
…
４
月
１
日
か
ら

23
年
３
月
31
日
ま
で
に

①
住
宅
ま
た
は
店
舗
付
住
宅
に

浄
化
槽
を
設
置
し

②
浄
化
槽
設
置
の
完
了
報
告
と

③
設
置
場
所
に
住
民
登
録
が
で

き
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
当
て
は
ま
る

場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認

申
請
、
ま
た
は
浄
化
槽
法
に
基

づ
く
届
け
出
を
行
わ
ず
に
浄
化

槽
を
設
置

○
店
舗
付
住
宅
の
住
宅
部
分
の

延
床
面
積
が
全
体
の
２
分
の
１

未
満

○
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で

建
築
し
た
浄
化
槽
付
住
宅
や
共

同
住
宅
（
居
住
を
目
的
に
そ
の

住
宅
を
購
入
し
た
人
が
申
請
す

る
場
合
は
可
）

○
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
で
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

○
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
る

※
浄
化
槽
の
埋
設
時
に
は
、
市

の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

【
申
請
書
類
配
布
・
申
請
受
付
・

問
い
合
わ
せ
】環
境
衛
生
課（
℡

64
・
２
５
２
５ 

貴
志
川
分
庁
舎
）

ま
た
は
各
支
所（
分
室
）

生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
を
補
助

　

一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

の
減
量
化
や
再
資
源
化
を
促
す

た
め
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

器
を
購
入
し
て
設
置
す
る
市
民

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

■
補
助
対
象
品
目
と
補
助
金
額

○
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
…
購

入
金
額
の
３
分
の
１
（
補
助
金

の
上
限
３
万
円
）

○
生
ご
み
処
理
容
器
…
購
入
金

額
の
２
分
の
１
（
補
助
金
の
上

限
２
千
円
）

※
補
助
の
条
件
や
申
請
に
必
要

な
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
衛
生
課
（
℡
64
・
２
５
２

５　

貴
志
川
分
庁
舎
）
ま
た
は

各
支
所（
分
室
）

新
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料

　

22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
１
５
，
１
０
０
円
で
す
。

　

納
付
書
で
１
年
分
前
納
す
る

と
、
年
間
で
３
，
２
２
０
円
の

割
引
が
あ
り
ま
す
。
４
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
の
中
に

前
納
分
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

現
在
全
額
免
除
、
若
年
者
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
い
る

人
に
は
納
付
書
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

要
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
継
続
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
返
送
す
れ
ば
、

申
請
手
続
き
は
完
了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

地
籍
調
査
の
登
記
完

了
地
域

　

藤
崎
地
域（
旧
那
賀
町
）、
中

井
阪
地
域
、枇
杷
谷
・
豊
田
・
東

三
谷
・
中
三
谷
・
西
三
谷
の
各

一
部
地
域（
以
上
、
旧
打
田
町
）

の
地
籍
調
査
の
成
果
に
基
づ
く

登
記
事
務
が
完
了
し
ま
し
た
。

完
了
し
た
地
域
の
小
字
名

■
藤
崎
…
全
域
（
21
年
12
月
14

日
完
了
）

■
中
井
阪
…
全
域

■
枇
杷
谷
…
西
原
、
東
谷
口

■
豊
田
…
真
ノ
原

■
東
三
谷
…
春
日
谷

■
中
三
谷
…
不
動
寺
、
宮
ノ
谷

■
西
三
谷
…
不
動
寺

（
以
上
、
21
年
12
月
21
日
完
了
）

【
問
い
合
わ
せ
】
地
籍
調
査
課

（
℡
66
・
１
１
０
０　

桃
山
分

庁
舎
） 那

賀
都
市
計
画
公
園
の
計
画
変
更

那
賀
都
市
計
画
公
園
の
都
市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。
変
更
し
た
内
容

は
、
都
市
計
画
課（
桃
山
分
庁
舎
）で
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類
と
名
称
…
２
・
２
・
３　

名
手
公
園

【
問
い
合
わ
せ
】
都
市
計
画
課（
℡
66
・
１
１
０
０
）

空
き
地
は
ち
ゃ
ん
と

管
理
し
て

　

使
用
し
て
い
な
い
土
地
を
放

置
し
て
い
る
と
雑
草
な
ど
が
茂

り
、火
災
・
病
原
虫
発
生
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
あ
き
地
の
所
有

者
・
管
理
者
は
、
周
辺
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
責
任
を

も
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
64
・
２
５
２
５　

貴
志
川
分

庁
舎
）ま
た
は
各
支
所（
分
室
）

中山間地域等直接支払制度は第３期
対策として継続実施

この制度は、農地の耕作放棄が特に心配さ
れる中山間地域で、集落ぐるみで取り組む
農地や山里の保全活動を「集落協定」とし
て取り決め、５年以上継続実践される農業
生産活動に交付金が交付されるものです。
平成 12 年度から国の農業施策として導入さ
れたこの制度は、17 年度からは第２期対策
として実施され、紀の川市でも、中山間地
域が持つ多面的機能の確保に高い効果が発
揮されてきました。
22 年度からは、交付単価や協定期間などの
基本的な仕組みは、そのまま第３期対策と
して引き続き実施されることになりました。

【問い合わせ】農業振興課（℡ 73・3311　
粉河分庁舎）

●夜間休日の納税・相談窓口
木曜の夜間（８時まで、祝日をのぞく）と第２日曜（午前
９時～午後０時 30 分）に納付・納税相談窓口（本庁　収税
課・市民税課・国保年金課）を開設しています。（国保税、
固定資産税・都市計画税、市県民税、軽自動車税）

有料広告

案
内

問い合わせは各税（料）の担当課へ

●納期限のお知らせ　４月 30日（金）
■市県民税　随期（問　市民税課　℡ 77・2511）
■国民健康保険税　随期（問　国保年金課　℡ 77・2511）
■後期高齢者医療保険料　随期（問　国保年金課　〃　　）
■介護保険料　随期（問　高齢介護課　℡ 75・5328）

広告主を募集しています
あなたのお店を広報紀の川でPRしませんか（有料）
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を
加
算（
年
額
）

②
プ
ラ
ン
タ
ー
の
場
合
は
、
年

７
，
５
０
０
円（
プ
ラ
ン
タ
ー

20
基
60
ポ
ッ
ト
以
上
、
肥
料
代

含
む
）

■
申
請
…
４
月
６
日

（火）
か
ら
30

日
（金）
の
間
に
、
地
域
振
興
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】
地
域

振
興
課
（
℡
77
・
０
８
９
４　

本
庁
南
別
館
）

紀
の
川
市
政
バ
ス

（
団
体
募
集
）

■
対
象
…
市
内
の
15
人
～
25
人

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

■
募
集
団
体
数
…
３
団
体

■
申
し
込
み
…
官
製
は
が
き
に

市
春
季
軟
式
野
球
大

会
（
Ａ
級
）

■
と
き
…
５
月
９
日

（日）
～
23
日

（日）　

３
日
間

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
ス
ポ
ー
ツ

公
園
野
球
場
ほ
か

■
費
用
…
登
録
費
５
，
０
０
０

円
・
参
加
費
５
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み
…
４
月
24
日

（土）
ま

で
に
、
紀
の
川
市
軟
式
野
球
連

盟
事
務
局
ま
た
は
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
各
館
へ

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
軟

式
野
球
連
盟
事
務
局
（
℡
・
Fax

　

64
・
８
０
１
４
）

第
９
回
市
民
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会

■
と
き
…
４
月
25
日

（日）
午
前
９

時
受
付
／
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

募
集

（
荒
天
中
止
）

■
集
合
場
所
…
市
役
所
貴
志
川

分
庁
舎
前

■
歩
行
コ
ー
ス
…
貴
志
川
分
庁

舎
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
、
大
国
主
神
社
や
平
池
緑
地

公
園
を
め
ぐ
る
約
11
㌔

■
持
ち
物
…
弁
当
・
水
筒
・
雨
具

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

直
接
集
合
場
所
に
来
て
く
だ
さ

い
。
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

原
（
℡

77
・
５
９
３
９
）

日
曜
消
防
講
座

■
消
防
車
ふ
れ
あ
い
講
座
…
消

防
車
の
乗
車
体
験
な
ど
を
し
な

が
ら
火
災
予
防
を
学
び
ま
す

と
き
…
４
月
４
日
・
５
月
２
日
・

６
月
６
日
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
…
幼
児
と
保
護
者

■
普
通
救
命
講
習
会
…
救
命
に

必
要
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー

と
き
…
４
月
18
日
・
５
月
16
日
・

６
月
20
日
午
前
９
時
～
正
午

対
象
…
中
学
生
以
上

■
お
こ
の
み
講
座
…
受
講
者
の

要
望
に
応
じ
ま
す

と
き
…
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜

日
の
午
後

【
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

（
℡
61
・
７
２
５
９
）

防
火
に
関
す
る
啓
発

標
語
募
集

■
対
象
…
中
学
生
以
上

■
応
募
方
法
…
は
が
き
１
枚
に

標
語
３
点
以
内
を
記
入
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

市
が
実
施
す
る
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
に
協
力
い
た
だ
け
る

グ
ル
ー
プ
や
自
治
会
、
団
体
に

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
対
象
…
５
人
以
上
で
組
織
す

る
、
年
２
回
以
上
の
花
の
植
え

替
え
が
で
き
る
団
体
な
ど

■
花
を
植
え
る
場
所
…
公
園
な

ど
多
く
の
人
が
観
賞
で
き
る
場

所■
補
助
内
容
…
①
花
壇
の
場

合
、
１
㎡
あ
た
り
11
ポ
ッ
ト

（
６
６
０
円
）
を
年
2
回
。
肥

料
代
（
50
㎡
ま
で
５
０
０
円
、

１
０
０
㎡
ま
で
１
，０
０
０
円
、

１
０
０
㎡
以
上
１
，５
０
０
円
）

団
体
名
、
代
表
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
希
望
実
施
日

（
第
３
希
望
ま
で
）
と
「
市
政

バ
ス
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

〒
６
４
９
‐
６
４
９
２
紀
の
川

市
広
報
広
聴
課
（
住
所
記
入
不

要
）
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
14
日

（金）
必
着
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
）

【
問
い
合
わ
せ
】
広
報
広
聴
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

国
税
専
門
官
採
用
試

験
受
験
資
格
…
①
昭
和
56
年
４
月

２
日
～
平
成
元
年
４
月
１
日
生

人
ま
れ
の
人
②
平
成
元
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
大
卒
（
見

込
み
の
人
・
人
事
院
が
認
め
る

人
を
含
む
）
の
人

受
験
申
込
受
付
期
間
…
４
月
14

日
（水）
ま
で
（
当
日
通
信
日
付
印

有
効
）

申
込
書
提
出
先
…
大
阪
国
税
局

（
近
畿
地
域
の
場
合
）

第
１
次
試
験
…
６
月
13
日

（日）
大

阪
市
・
京
都
市

【
問
い
合
わ
せ
】
大
阪
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
係
（
℡

０
６
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１
）、

粉
河
税
務
署
総
務
課
（
℡
73
・

３
３
０
１
）

西
貴
志
コ
ミ
セ
ン
の

天
文
台
観
望
会

テ
ー
マ
『
土
星
』

　

美
し
い
環
の
あ
る
土
星
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。土
星
の
輪
は
、

見
え
る
角
度
の
変
化
に
よ
っ

て
、
今
は
真
横
か
ら
串
で
さ
し

た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

■
と
き
…
４
月
17
日

（土）　

午
後

８
時
～
９
時
（
天
候
不
順
の
場

合
は
中
止
）　

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員
…
20
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
。

■
参
加
費
…
一
般
２
０
０
円
／

高
校
生
以
下
１
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー（
℡
65
・
２
２
１
１
）へ
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
・
火
・
祝
日
休
館
）

葛
城
高
原
祭

■
と
き
…
４
月
29
日

（木）
午
前
11

時
～

■
と
こ
ろ
…
葛
城
高
原
山
頂
広

場■
内
容
…
和
泉
葛
城
山
の
山
開

き
・
も
ち
投
げ
・
ゲ
ー
ム
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
林
務
課
（
℡

73
・
３
３
１
１　

粉
河
分
庁
舎
）

広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
を
明
記
し
那
賀
消
防

本
部
へ
（
〒
６
４
９
‐
６
２
１

５
岩
出
市
中
迫
１
５
４
）

■
締
め
切
り
…
６
月
30
日
必
着

　

最
優
秀
賞
（
１
点
）
に
は
賞

状
と
副
賞
２
万
円
を
進
呈
。
そ

の
他
に
も
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
前
回
の
最
優
秀
作
品
】

 

「
火
の
用
心　

ま
ず
は
我
が
家

に　

警
報
器
」

�1年度消防功労者定例表彰

○消防庁長官表彰
　　表彰旗　打田消防団
○和歌山県知事表彰
　　永年勤続功労章
　　　前田　正（貴志川消防団）
○和歌山県知事感謝状
　　退職消防団長
　　　櫻井　勇（元粉河消防団）
　　　山田昌男（元桃山消防団）
○和歌山県消防協会総裁表彰
　　功績章
　　　庵上元延（粉河消防団）
○日本消防協会長表彰
　　勤続章（30年）
　　　森田　進（那賀消防団）
　　　大西孝治（桃山消防団）
　　　岡山榮樹（貴志川消防団）
　　　北山哲司（貴志川消防団）
　　　大石哲也（貴志川消防団）
　　　中西　貢（貴志川消防団）

市営住宅入居者募集
募集住宅は、次の５戸です。

◎中野井公営住宅　１戸（名手市場 1277 番地）
　簡易耐火２階建、３Ｋ、水洗トイレ　
　家賃　9,500 ～ 18,600 円
◎下野井公営住宅　１戸（名手市場 1365 番地 2）
　簡易耐火２階建、３Ｋ、水洗トイレ　
　家賃　10,000 ～ 19,800 円
◎庄屋改良住宅　　１戸（名手市場 774 番地 1）
　簡易耐火２階建、３Ｋ＋作業室、水洗トイレ
　家賃　17,700 ～ 34,700 円
◎下野井改良住宅　２階２戸
　（名手市場 1363 番地 1、名手市場 1362 番地 2）
　鉄筋コンクリート造３階建、３Ｋ、水洗トイレ　
　家賃　13,200 ～ 26,300 円
※家賃は入居者の所得に応じて決定します
※敷金は家賃の３カ月分／入居時期は６月下旬

申込資格…次の①から⑥のすべてに当てはまること。
①市内に住所または勤務場所があること②同居または同居し
ようとする親族がいること（事実婚を含む）③収入が公営住宅
法などに規定する基準内④住宅に困窮していること⑤市税等
を滞納していないこと⑥申込者も同居人も暴力団員でないこと

申込用紙の配布期間・場所
４月 12 日（月）～ 28 日（水）の午前９時～午後５時（土
日除く）桃山分庁舎は住宅管理課、その他の庁舎は各支所（分
室）の地域振興係で配布

申込受付期間は４月19日（月）～28日（水）
午前９時～午後５時（土日除く）

申込受付場所は住宅管理課（桃山分庁舎２階）
※各支所（分室）での受付は行いません。
※申込者多数の場合は抽選となります。ただし、入居者選考
委員会で優先対象者を決めることがあります。

【問い合わせ】住宅管理課（℡ 66・1100）

表
彰

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

催
し

紀の川フォトクラブ、打田写真クラブ、貴志川
写友会の各会員 41 人が、約 80 点の作品を展示
します。県内外の風景や花を楽しんでください。

とき�４月 16 日（金）～ 18 日（日）
　　　午前 10 時～午後６時※最終日４時まで
ところ�粉河ふるさとセンター　小ホール

【問い合わせ】山崎（℡ 73・2262）

第２回紀の川市文化協会写真クラブ合同展

市民の
掲示板

募
集
・
催
し

　第14回防災まちづくり大賞
　　　○総務大臣賞　荒川中学校
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困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。

↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、地
域巡回バス、国勢調査、入札、上水道など

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人
式、文化財、青少年健全育成、生涯スポーツ、
浄化槽、飼い犬、ごみに関することなど

新庁舎の建設準備に伴う
今月の部署移転スケジュール

■４月　紀の川くらしのネットワークが粉
河分庁舎へ（４月７日）
社会福祉協議会（打田支所）が南別
館へ（４月 �6日）

■５月　財政課

■７月　総務課・広報広聴課・国保年金課・
水道総務課・水道工務課・水道管
理課

■移転済み
廃棄物対策課・環境衛生課は貴志川分庁舎
へ、京奈和事務所は桃山分庁舎へ、政策調
整課・地域包括支援センター（打田）は本庁
南別館へ、庁舎建設準備室が西別棟へ
それぞれ移転しました。
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困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

※相談のページの「平日」とは、
祝日を除く月曜日～金曜日のこ
とです。

ごみ（廃棄物対策課℡ 64・2525）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンｾﾝﾀｰ
■那賀アメニティｾﾝﾀｰ
■貴桃クリーンｾﾝﾀｰ

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習ｾﾝﾀｰ
■粉河ふるさとｾﾝﾀｰ
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習ｾﾝﾀｰ

警察・消防など
■岩出警察署
■那賀消防組合本部
■岩出保健所

℡ 64・0530
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・9163
℡ 64・9164
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273

℡ 63・0110
℡ 61・0119
℡ 63・0100

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

５
月
12
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｃ
会
議
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
４
月
28
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
相

談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
４
月
７
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
４
月
21
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

○
４
月
27
日

（火）
午
後
1
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
０
８
５
５
（
人
権
啓
発
推
進

課
直
通
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
４
月
14
日

（水）
午
後
1
時
～
3
時

　

桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
相

　

談
室

○
５
月
12
日

（火）
午
後
1
時
～
3
時

　

古
和
田
会
館
２
階
学
習
室

○
６
月
１
日

（火）
午
後
1
時
～
4
時

市
内
５
会
場
（
古
和
田
会
館
、
粉
河

分
庁
舎
、
那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
、
桃

山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
貴
志
川
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
一
斉
相
談

子
ど
も

■
子
育
て
の
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
子
育
て
支
援
課
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
子
ど
も
と
家
庭
の
テ
レ
フ
ォ
ン

１
１
０
番

℡
０
７
３
・
４
４
７
・
１
１
５
２

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
８
時
、
土

日
祝
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分■
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
１
３
・
３
２
０
０
（
和

歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ラ
リ
ス
） 

水
曜
を
除
く
平
日
の
午

前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
、
水
曜
は
午
後
の
み

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６
（
県

男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
要
予
約
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談

と
き
…
４
月
７
日

（水）
、
15
日

（木）
、
28

日
（水）
、
５
月
６
日

（木）
（
要
予
約
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３
（
県

子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
要
予
約
）

消
費
生
活

■
紀
の
川
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

架
空
請
求
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

℡
73
・
３
４
６
８
（
粉
河
分
庁
舎
３

階　

く
ら
し
の
窓
口
）

毎
週
水
曜
の
午
後
１
時
～
３
時

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
、
向
上
や
安

定
し
た
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま

す
。こ

こ
ろ
・
か
ら
だ

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１
（
難
病
連
家
族
会

き
ほ
く
）

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
７
０
７
０
（
和

歌
山
県
子
ど
も･

女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
）
月
・
水
曜
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時
、
金
曜
の
午
前
10
時

～
午
後
６
時

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０
（
県

難
病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
療
養

な
ど
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
情
報

提
供
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４
（
子

ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
精
神
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
７
・
５
２
・
３
２
２
１
（
県

立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

　

毎
週
火
曜
日
の
正
午
～
午
後
３
時

ま
で
、
和
歌
山
県
精
神
障
害
者
家
族

会
が
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
と
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
が
ん
患
者
と
家
族
の
相
談
場
所

（
那
賀
い
き
い
き
サ
ロ
ン
）

第
２
・
第
４
の
木
曜
日
（
３
月
は
11

日
と
25
日
）、
午
後
３
時
～
５
時
、

那
賀
病
院
１
階
の
多
目
的
室

予
約
不
要
、
直
接
来
場
く
だ
さ
い
。

■
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
の
相

談℡
０
７
３
・
４
２
７
・
３
５
０
０
（
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
や

ま
）

月
～
土
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

出
張
相
談
…
４
月
13
日

（火）　

打
田
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
要
予
約
）

■
働
く
人
の
健
康
相
談

℡
０
７
２
６
・
42
・
２
５
０
２
（
伊

都
・
那
賀
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

産
業
医
が
第
２
日
曜
の
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
、
那
賀
休
日
急
患
診

療
所
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

就
職

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
…
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5

時
　

■
巡
回
職
業
相
談　

４
月
20
日

（火）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た

相
談
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
／
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
／
午
後
１
時
～

２
時

古
和
田
会
館
／
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

編集後記

　広報編集メンバーは、特集で新年度

予算の編集をすると春が来たなと感じ

ます。読者の皆様も入学、進級、人事

異動など春の感じ方もそれぞれだと思

います。

　さて、春のイメージで一番といえば

やはり「桜」そこで紀の川市の桜のス

ポットを紹介します、大池遊園、長田

観音、中津川河口、百合山がいい感じ

です。きっと春を満喫できると思いま

す。

　紀の川市の花は「もも」、鳥は「う

ぐいす」です。どちらも春を象徴する

ものですが、「うぐいす」は、「春告鳥」

とも呼ばれます。

　一年の内、春のみ「ホーホケキョ」

と鳴くそうで冬には「チャッチャッ」

と鳴くそうです。高らかに美しい声で

春を告げてくれる「春告鳥」、もうそ

の辺で囀り（さえずり）が聞こえませ

んか。

　　　　　　　　　　ＢＹ　ハッシー
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と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

＝開館　 ＝休館

開館
状況

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

桃
山

図
書

館
（

℡
66・

9678）

貴志川図書館（℡
64

・46
14

） 　

紀
州
五
十
五
万
石
の
中
心

は
、
紀
の
川
下
流
域
の
北
岸
段

丘
と
、
南
岸
・
河
口
部
に
広
が

る
沖ち

ゅ
う
せ
き積
平
野
で
し
た
。

　

特
に
北
岸
の
段
丘
で
は
、
灌

漑
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

米
の
増
収
や
新
田
開
発
、
水
争

い
の
解
決
に
は
不
可
欠
で
し
た
。

　

こ
こ
に
着
目
し
た
紀
州
藩
主

徳
川
頼よ

り
の
ぶ宣
は
延
べ
約
40
万
人
の

農
民
を
動
員
し
、
和
泉
山
脈
か

ら
流
れ
る
水
を
谷
口
で
堰
き
止

め
ダ
ム
式
の
溜た

め
池
の
築
造
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
春か

す

が日
池
・
海う

な
が
み神
池
・

桜
池
で
す
。

　

ま
ず
、
慶
安
２
年
（
１
６
４

９
）、
藩
直
営
事
業
で
、
東
三

谷
の
地
域
に
配
分
す
る
溜
め
池

と
し
て
、
春
日
神
社
の
前
面
の

春
日
川
上
流
域
の
谷
口
を
堰
き

と
め
た
の
が
、「
春
日
池
」
で

す
。
同
じ
こ
ろ
、
北
中
・
南

中
の
二
村
の
地
域
に
配
分
す
る

「
海
神
池
」
が
海
神
社
後
方
の

海
神
川
上
流
に
築
造
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
２
つ
の
池
は
、
山
麓
の

谷
を
利
用
す
る
新
し
い
形
式
の

池
で
す
。平
地
に
散
在
す
る「
皿

池
」
と
異
な
り
、
面
積
に
比
べ

深
い
た
め
水
量
が
豊
富
で
あ
っ

た
の
が
特
徴
で
す
。

　

次
に
、
こ
の
春
日
池
・
海
神

池
の
技
術
を
受
け
継
い
で
、
同

じ
方
式
で
巨
大
な
た
め
池
「
桜

池
」
が
志
野
川
（
松
井
川
）
の

最
奥
部
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

慶
安
３
年
（
１
６
５
０
）、
農

民
た
ち
を
志
野
村
や
周
辺
の
村

に
投
宿
さ
せ
、
国
分
寺
の
梵
鐘

を
持
ち
込
ん
で
、
朝
夕
の
合
図

に
使
い
、
藩
主
も
時
々
訪
ね
て

督と
く
れ
い励
し
、
志
野
明
神
に
願
か
け

す
る
と
い
う
大
工
事
で
し
た
。

　
「
桜
田
」
と
い
う
地
が
池
床

に
な
っ
た
の
で
「
桜

さ
く
ら

池
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　

堤
の
長
さ
２
７
０
m
、
そ
の

法
面
60
ｍ
、
高
さ
23
ｍ
、
奥
行

１
０
０
０
m
で
、
堤
に
は
「
は

が
ね
」
と
よ
ば
れ
る
強
固
な
粘

土
で
固
め
ら
れ
、
東
西
そ
れ
ぞ

れ
打
樋
（
う
て
び
）
と
12
の
樋

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

溜
め
た
水
は
粉
河
・
打
田
・

池
田
に
い
た
る
38
か
村
、
約

2
万
石
分
の
水
田
に
配
し
、
各

地
域
に
点
在
す
る
「
皿
池
」
補

給
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

水
量
確
保
の
た
め
桜
池
上
部
の

山
林
伐
採
が
禁
止
（
御お
と
め
り
ん

留
林
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
桜
池
こ
そ
、
紀
の
川
流

域
の
農
村
生
産
高
の
向
上
や
安

定
確
保
に
役
立
ち
ま
し
た
が
、

反
面
こ
の
工
事
へ
の
労
働
負
担

が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
旱か
ん
ば
つ魃
に

よ
る
水
争
い
は
起
こ
り
、
依

然
と
し
て
続
く
問
題
を
解
決

す
る
策
と
し
て
、
元
禄
12
年

（
１
６
９
９
）
藩
命
を
受
け
た

大
畑
才
蔵
が
藤
崎
井
・
小
田
井

の
建
設
を
進
め
る
の
で
す
。

■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名
□親鸞　上・下／五木寛之／講談社／貴志川・粉河
□キケン／有川浩／新潮社／打田・桃山
□太陽の村／朱川湊人／小学館／那賀・桃山
□ランニングビューティ／長谷川理恵／ポプラ社／貴志川
□ちょっと和風の焼き菓子レシピ／稲田多佳子／集英社／打田
□マックマウスさん／レオ＝レオニ／好学社／貴志川・那賀

子どもから大人まで楽しめるファンタジーです。「人と獣という永遠の他者

どうしが奏でる未知の調べが響いたとき、この世に何が起こるのか。」

わたしのまちの文化財その　　桜池・春日池・海神池

紀州直営のダム式ため池

今月のイチオシ
■『獣の奏者』（全４巻）
上橋菜穂子／講談社／打田・那賀図書館
　決して人に馴れない生き物とともに生きるエリン。憎悪と呪いの中でやさ
しく凛々しく生きる孤高の魂の物語。

開館時間�打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■読み聞かせの予定
打田図書館 4 月 11 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）

4
4

月
月

16
25

日（金）
日（日）

AM
PM

9
2

：
：

45 ～
00 ～

おはなしのくに（赤ちゃん向け）
おはなしはらっぱ（こども向け）

粉河図書館 4 月 17 日（土） PM 1 ：30 ～ よみきかせのかい
那賀図書館 4 月 24 日（土） AM 10：00 ～ おはなしれっしゃ
桃山図書館 4 月 16 日（金） PM 2 ：00 ～ こどもみらい号

4 月 21 日（水） PM 2 ：00 ～ 赤ちゃんみらい号
貴志川図書館 5 月 2 日（日） AM 10：00 ～ おはなしのへや

４月
 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

  5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 1
 2
 3
 4 

５月

○31

春日神社（東三谷）南側の春日池は、隠れた桜の名所です。
毎年４月には、堤の上でお弁当を持って花見をする人たち
がちらほら見られます。

２０１０年は、国民読書年

じゃあ、読もう。
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■西
ソ ギ ポ

帰浦に行ってきました！

　キムチ調理中の彼女たち。昨年 12 月に姉妹都市の韓国西帰浦市に市から派遣され
た中学生です。６月、中学 2 年生を対象に団員を募集。女子生徒 10 人の応募があり、
韓国語でのあいさつなどを覚える研修などを経たのち、12 月 11 日に出発しました。
　３日間の滞在で、現地中学生との交流（キムチも一緒に作りました！）や西帰浦市
長の訪問、施設の見学を通じ、生徒たちは、韓国の文化や国際交流を学びました。
　３月４日に、研修団の報告会が行われ、杉本　栞さんと西　万柚子さんが 10 人を
代表して報告文を発表しました。杉本さんは「人と人の間には国境はない」、西　万柚
子さんは「これからもさまざまな国の人たちと交流を大切にしていきたい」と人と人
のきずなの大切さを感じていました。

一番印象に残っていることは？聞いてみました。
「中学生との交流（杉本さん）」「歓迎会で披露してくれた
ダンス（小倉由莉さん）」「トッポギ（西さん）」「スーパーマー
ケット（小林園果さん）」「キムチ作り（湊　朱理さん）」「ビ
ビンバ（南　利奈さん）」「ダンサーとの交流（竹場奈央さ
ん）」「コチュジャンで食べる焼肉（山田真由さん）」「病院

（楠木　史さん）」「病院の点滴（根来夏奈さん）」最終日に
体調を崩して病院に行ったそうです。ナント点滴は手の甲
に。これも今となってはいい思い出？

■春の訪れ告げる

　春の到来を知らせる花が、あちこちで咲いています。市役所本庁
の近くの畑では、菜の花が満開に…と思って聞いてみるとこの花は
カブラの花だそうです。収穫時期を逃してしまい花が咲いたんだそ
うです。作業をしていた根来宏行さんが話してくれました。また、
桃山町段の桃畑では、つぼみがふくらんでいます。畑でつぼみを摘
んでいた西岡さんに聞いてみると「いつもより５日ほど花の成長が
早いみたい。３月末には咲くと思う」と教えてくれました。

■ふくろう郵便局
　
　打田下井阪簡易郵便局には、ふくろうの人形や
シールがびっしりと飾られています。局長の石橋
さんに伺うと、７年前、怪我をしたふくろうを保
護し、約３か月世話しました。その頃からうれし
いことが次々に起こるようになり、これは福の神
かもと思い局内にふくろうを飾るようにしたそう
です。ふくろう郵便局として噂になってからは受
験生が試験の願書を送りに訪れたり、小さな子ど
ももよく来てくれるそうです。

■いい思い出がいっぱい　3/3

　藤井地区（旧粉河町）のつくし会は、これまで 23
年間、月一度の「お大師さんの日」に会員の交流を
続けてきました。高齢化のため、ひなまつり会が最
後の会に。同会代表の児玉ヒサ子さんは「いくつに
なっても、ひなまつりは胸が躍る」と江戸時代の雛
飾りなども展示し、楽しみました。「友達と話しす
るのが楽しみで、いい思い出をたくさんもらいまし
た」と会員たちも微笑みます。今後は、既存の別組
織「ゆずり葉会」で、交流を続けていくそうです。

第９回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会の結果
（2月21日　和歌山市）※敬称略
総合第７位　紀の川市　（記録　１時間11分29秒）
区間賞　第４区　２位　川口智衣
　　　　第５区　２位　野田周吾

甘露寺前駅に観光案内看板がつきました！ 3/5
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�1
手
紙　

さ
ぁ
ち
ゃ
ん
の
こ
と

グループホーム・ケアホーム（どちらも共同生活をする場所ですが入所者の障害の
度合いと援助の必要度によって呼び方が変わります）
現在、さとみさんが生活するのは、岩出市内にあるケアホーム。一般の住宅に、障
害がある 20 代・30 代の女性４人が共同生活を送っています。食事の準備は世話人
さんがしてくれますが、洗たくや掃除など、炊事以外の家事は基本的にすべて自分
たちで行っています。共同生活は自立への一歩。「失敗することが楽しい」とある時

自
分
の
力
で
息
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、

息
を
吹
き
こ
む
機
械
を
つ
け
た
ま
ま
で
し
た
。

　

待
合
室
で
、
寝
起
き
し
て
い
る
私
は
、
い
つ
看
護

師
さ
ん
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
る
か
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し

な
が
ら
待
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
子
の
こ
と
も
ひ
と

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
日
に
５
分
間
だ
け
面
会
を
許
さ
れ
て
、
酸
素
テ

ン
ト
の
中
に
い
る
さ
と
み
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
さ

せ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
だ
け
機
械
を
は
ず
す
の

で
い
つ
も
途
中
で
ぐ
っ
た
り
し
、
顔
や
手
足
が
土
色

に
な
っ
て
、
大
声
で
泣
く
元
気
も
な
く
、
涙
だ
け
ポ

ロ
ポ
ロ
こ
ぼ
し
て
、
助
け
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

高
い
熱
が
何
日
も
続
い
た
り
、
原
因
不
明
で
お
な

か
が
パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
や
っ

と
心
臓
の
手
術
の
時
の
糸
を
ぬ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
が
す
ん
だ
ら
、気
管
の
手
術
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
手
術
が
こ
れ
か
ら
先
、
９
カ
月
も
続
こ
う
と

は
、
思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で
し
た
。
の
ど
に
管
を

入
れ
て
い
る
の
で
全
く
声
が
出
ま
せ
ん
。

　

一
人
で
は
放
っ
て
お
け
な
い
の
で
、
い
っ
し
ょ
の

ベ
ッ
ド
に
寝
て
、
ト
イ
レ
に
行
く
の
も
一
緒
の
生
活

他
の
患
者
さ
ん
に
看
護
師
さ
ん
を
ま
ね
て
血
圧
を
計

り
に
い
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
10
カ
月
も
の
長
い
お

つ
き
あ
い
の
お
か
げ
で
、
病
棟
じ
ゅ
う
の
人
気
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

先
生
方
も
看
護
師
さ
ん
も
患
者
さ
ん
た
ち
も
、
さ

と
み
が
ち
ょ
っ
と
ご
は
ん
を
よ
く
食
べ
た
と
い
っ
て

は
喜
ん
で
く
れ
た
り
、
ろ
う
か
で
座
り
こ
ん
で
い
た

と
い
っ
て
は
心
配
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ほ
ど
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
の
に
、
気
管
が

う
ま
く
広
が
ら
な
く
て
、
気
管
を
広
げ
て
空
気
を
入

れ
る
カ
ニ
ュ
ー
レ
と
い
う
チ
ュ
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
、

退
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
で
も
転
ん
で
カ
ニ
ュ
ー
レ
を
打
っ
た
り

す
る
と
そ
の
横
に
あ
る
大
き
な
血
管
が
切
れ
る
か
も

し
れ
な
い
か
ら
注
意
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
兵
庫
の
病
院
で
気
管
を
広
げ
る
手
術

が
成
功
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
と
み
も
、
お
願
い
し
て
、
そ
の
病
院
と
関
係
の

あ
る
病
院
へ
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保
育

士
さ
ん
も
い
て
、子
ど
も
だ
け
入
院
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
一
人
で
病
院
へ
泊
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

面
会
は
、
月
、
水
、
土
、
日
曜
日
で
し
た
。
先
生

方
も
や
さ
し
く
て
、
あ
い
た
時
間
が
あ
れ
ば
一
緒
に

遊
ん
で
く
だ
さ
っ
た
り
も
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で

す
が
、
面
会
が
終
わ
っ
て
帰
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
さ

よ
な
ら
も
し
な
い
で
一
人
ベ
ッ
ド
に
う
つ
ぶ
せ
に

な
っ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。
夜
遅
く
和
歌
山
へ
帰
り

着
い
て
か
ら
、
私
も
、
心
配
で
眠
れ
な
く
て
何
度
も

電
話
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
こ
で
約
９
カ
月
ほ
ど
過
ご
し
た
お
か
げ

で
、
甘
え
ん
坊
の
さ
と
み
も
、
心
配
性
の
私
も
、
す

こ
し
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

安
心
し
て
あ
ず
か
っ
て
も
ら
え
る
先
生
や
看
護
師
さ

ん
に
こ
こ
で
も
ま
た
め
ぐ
り
あ
え
た
こ
と
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

ピ
ン
セ
ッ
ト
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
っ
こ
ん
だ
り（
看

護
師
さ
ん
が
感
電
し
ち
ゃ
っ
た
）
自
分
で
散
髪
を
し

て
ツ
ン
ツ
ル
テ
ン
に
な
っ
た
り
、
一
人
で
荷
物
を
ま

と
め
て
退
院
し
よ
う
と
し
た
り
、
や
ん
ち
ゃ
も
相
当

な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

７
月
に
気
管
を
ひ
ろ
げ
、
軟
骨
を
ぬ
い
つ
け
る
大

手
術
を
受
け
ま
し
た
。
６
時
間
も
の
手
術
の
あ
と
、

動
く
と
せ
っ
か
く
の
手
術
が
だ
め
に
な
る
と
言
わ
れ

た
の
で
、
１
日
半
ほ
ど
ず
ー
っ
と
同
じ
方
向
を
向
い

た
ま
ま
、
我
慢
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

あ
と
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
肩
に
消
毒
液
が
流

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
て
、
ひ
ど
い
火
傷
を
し
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
あ
と
が
少
し
残
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
ん
な
に
痛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
生
方

も
み
ん
な
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
よ
く

が
ん
ば
り
続
け
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
か
げ
で
、
の
ど
に
穴
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

カ
ニ
ュ
ー
レ
を
は
ず
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

６
人
の
部
屋
に
移
っ
て
か
ら
が
ま
た
大
変
で
し
た
。

「
こ
の
子
は
何
の
病
気
？
」「
５
歳
に
し
て
は
小
さ
い

ん
と
ち
が
う
？
」
患
者
さ
ん
が
入
れ
か
わ
る
た
び
に

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
か
わ
い
そ
う
に
」
と
ケ
ー
キ
や
ジ
ュ
ー
ス
を
ど
っ

さ
り
く
れ
ま
し
た
。
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
早
く
治

し
た
い
か
ら
、
粘
膜
を
い
た
め
る
甘
い
お
や
つ
は
遠

慮
し
た
い
の
に
・
・
・

　

病
院
の
先
生
の
中
に
は
、
毎
日
の
ど
の
消
毒
の
あ

と
、
ま
る
で
研
究
材
料
を
見
る
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
調

べ
て
、
そ
れ
を
見
た
看
護
師
さ
ん
が
ク
ス
ク
ス
笑
う

と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
失
礼
で
し
ょ
う
」
と
の
ど
ま
で
出
か
か
っ
た
言
葉

を
の
み
こ
ん
で
、
病
室
へ
帰
っ
て
か
ら
、
さ
と
み
を

抱
き
し
め
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

気
ま
ず
く
な
っ
て
、
良
い
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
ら
、
も
っ
と
困
る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
わ
が
さ
ぁ
ち
ゃ
ん
は
、
検
査
や
手
術

が
い
や
で
泣
く
ぐ
ら
い
で
、
毎
日
お
医
者
さ
ん
に
も
、

看
護
師
さ
ん
に
も
、
他
の
患
者
さ
ん
に
も
、
ニ
コ
ニ

コ
と
笑
顔
を
ふ
り
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
聴
診
器
を
は
さ
み
で
ち
ょ
ん
切
っ
た
り
、

あ
る
母
の
手
紙　
第
２
回

現
在
、
岩
出
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
、
き
の
か
わ
共

同
作
業
所
で
就
労
し
て
い
る
神
徳
さ
と
み
さ
ん（
34
）。
小
学
校
時

代
、
同
級
生
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
さ
と
み
さ
ん
の
母

が
25
年
前
に
書
い
た
手
紙
を
連
載
し
て
い
ま
す
。
病
名
な
ど
今
と

当
時
で
表
現
が
違
う
場
合
に
限
っ
て
本
文
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、ご
意
見
を
広
報
広
聴
課
ま
で
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
・
手
紙
・
電
話
で
、匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、紙
面
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
確
認
の
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、連
絡
先
を
明
記
く
だ
さ
い（
あ
て
先
は
最
終
面
に
）

→
さとみさんは感想文に書いていました。
施設の利用料は市が負担しますが、家賃
・光熱水費・食費などは自己負担。紀の
川市内には、このような施設が３つあり
ます。うち１つが女性専用で、２つは男
性専用。いずれも定員いっぱいで、この
ような施設が増えることを待っている人
もいます。

も
く
じ
（
今
月
号
ま
で
）

１　

生
ま
れ
た
時
の
こ
と
…
３
月
号

２　

歩
け
る
、
話
せ
る
…
３
月
号

３　

闘
病
生
活
…
今
月
号

３　

闘
病
生
活

　

保
育
所
の
年
中
さ
ん
の
時
、
奈
良
県
に
あ
る
病
院

で
心
臓
の
手
術
と
そ
の
あ
と
、
の
ど
が
ふ
さ
が
っ
て
、

呼
吸
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
の
ど
の
気
管
と
い
う

く
だ
を
広
げ
る
手
術
を
何
度
も
受
け
ま
し
た
。

　

同
じ
日
に
手
術
を
受
け
た
子
ど
も
さ
ん
で
、
心
臓

が
悪
か
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ち
っ
と
も
回
復
し
な
く

て
、
お
し
っ
こ
も
出
な
い
、
食
べ
ら
れ
な
い
と
苦
し

ん
で
い
る
子
が
い
ま
し
た
。

　

そ
の
子
の
お
母
さ
ん
は
、
こ
ん
な
状
態
で
も
し
障

害
児
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
っ
た
ら
苦
し
め
な
い
で

死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
悲
し

い
こ
と
に
本
当
に
助
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ん
な

話
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
ご
両
親
は
、
い
つ
ま
で
も

あ
き
ら
め
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

さ
と
み
も
、
普
通
な
ら
、
集
中
治
療
室
と
い
う
と

こ
ろ
を
出
し
て
も
ら
え
る
日
数
な
の
に
、
手
術
後
、

（
５
回
シ
リ
ー
ズ
）

神徳さとみさん
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龍
門
山

縁
起
絵
巻

広報紀の川第 54 号　平成 22 年４月１日発行
人の動き（22 年 2 月末現在）
人口　68,575 ／世帯　25,316
　男　32,671 ／　女　35,904

龍
門
山
縁
起
絵
巻
そ
の
①　

　

日
の
出

　

池
田
新
（
旧
打
田
町
）
に
在
住
の
日
本
画
家
、

満
田
彗
峰
（
み
つ
だ
せ
い
お
う
）
さ
ん
。

　

満
田
さ
ん
は
、
若
く
し
て
新
興
美
術
院
の
審

査
員
な
ど
を
務
め
た
後
、
イ
タ
リ
ア
で
画
業
を

積
み
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
法
王
に
献
上
し
た
「
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
、
島
津
貴
久
公
よ

り
日
本
初
の
布
教
許
可
を
得
る
図
」
は
、
バ
チ

カ
ン
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

満
田
さ
ん
が
、こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、

平
成
17
年
。
当
時
、
源
氏
物
語
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
源

氏
が
過
ご
し
て
い
た
よ
う
な
、
風
が
通
り
抜
け

る
縁
側
の
あ
る
田
舎
の
家
に
住
ん
で
み
た
い
。

知
人
に
相
談
し
、
紹
介
さ
れ
た
の
が
現
在
の
住

ま
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
満
田
さ
ん
は
源
氏
物
語
の
制
作

を
中
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
に
来
て
「
龍

門
山
の
絵
を
書
い
て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ま
れ

た
と
た
ん
、
源
氏
物
語
か
ら
龍
門
山
に
気
持
ち

が
切
り
替
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
龍
門
山
を
眺
め
る
の
が
日
課
に
な

り
ま
し
た
。
雨
の
日
の
龍
門
山
、
雪
の
日
の
龍

門
山
、
１
年
間
の
龍
門
山
の
移
り
変
わ
り
を
眺

め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、龍
門
山
に
ま
つ
わ
る
文
献
を
探
し
、

取
材
し
ま
す
。

　

こ
の
絵
巻
は
、
粉
河
町
教
育
委
員
会
が
発
行

し
た
「
粉
河
町
の
な
り
た
ち
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
龍
門
山
の
物
語
を
も
と
に
、
歴
史
的
な
検

証
を
重
ね
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
物
語
と
と
も
に
、
日
本
画
家
、
満
田
彗

峰
さ
ん
が
語
る
伝
統
や
文
化
を
毎
月
少
し
ず
つ

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

龍
門
山

　

紀
の
川
の
南
に
そ
び
え
る
龍
門
山
、
高
さ
は

七
五
六
・
六
メ
ー
ト
ル
の
山
で
す
が
、
そ
の
姿

は
ど
っ
し
り
と
し
て
私
た
ち
に
落
ち
つ
き
を
与

え
て
く
れ
る
粉
河
の
シ
ン
ボ
ル
の
山
で
す
。
別

名
で
「
紀
州
富
士
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
龍
門
山
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

八
世
紀
、
奈
良
時
代
の
話
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
高
畑
山
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。「

粉
河
町
の
な
り
た
ち
」
か
ら

　

日
の
出
の
絵
は
、
物
語
の
始
ま
り
を
表
し
て

い
ま
す
。


